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ず 

 
      

 
  

 

コ
ミ

ニ
テ

行
事 

東
間
深
井
コ
ミ

ニ
テ

ま
つ
り 

実
行
委
員
会

 

日 

時 

五
月
二
七
日

土

 

二
八
日(

日)
 

場 

所 

北
部
公
民
館

全
館

 

・
展
示
部
門 

談
話
室
・
集
会
所

 

 

絵
画
・
書
・
手
芸
・
写
真
・
花
な
ど
公

民
館
利
用
の
団
体
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す

 

・
子
ど
も
展
示 

児
童
室

 

絵
画
・
書
道
な
ど

 

・
発
表
部
門 

体
育
室

 

 

北
本
あ
ず
ま
太
鼓
・
趣
味
の
会
千
・
ロ

マ
ン
ス
ギ
タ

・
フ
ラ 

ア
ロ
ヒ
・
美
ら

美
ら 

な
ど

 

・
運
動
部
門 

 

体
育
室
・
深
井
ス
ポ

ツ
広
場

 

 

子
ど
も
ボ

ル
ゲ

ム
・
輪
な
げ
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
子
ど
も
お
楽
し
み

 

・
即
売
部
門 

前
庭

 

 

焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ポ

プ
コ

ン
・
ジ

ス
・
花
な
ど

 
・
子
ど
も
ゲ

ム
コ

ナ

研
修
室

 

 

囲
碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
ダ

ツ
な
ど

 

・
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
部
門 

体
育
室
・
研
修
室
・
前
庭

 

ビ
ン
ゴ
ゲ

ム
・
お
は
な
し
会
・
バ
ル

ン
ア

ト
な
ど

 

※
即
売
券
売
り
場
で
金
券
購
入
し
て

く
だ
さ
い

 

 

※
館
内
の
食
事
は
禁
止
で
す

 

 

防
犯
・
交
通
安
全
研
修
会 

青
少
年
・
生
活
環
境
・
地
域
安

全
推
進
連
絡
協
議
会
共
催

 

日 

時 

六
月
二
四
日

土

 

九
時
三
〇
分

一
一
時
三
〇
分 

場 

所 

北
部
公
民
館
集
会
所 

講 

師 

鴻
巣
警
察
署
生
活
安
全

課
・
交
通
課

県
警
防
犯
指
導
班
ひ
ま

わ
り 星

ま
つ
り 

青
少
年
・
文
化
共
催

 

日 

時 

七
月
一
日

土

 

場 

所 

北
部
公
民
館 

参
加
費 

無
料 

七
夕
飾
り
に
願
い
を
託
し
祈
ろ
う

 

夏
休
み
ち
び

こ
工
作
教
室 

文
化
・
青
少
年
共
催

 

日 

時 

七
月
二
九
日

土

 

場 

所 

北
部
公
民
館 

材
料
費 

 

定
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 体

育

 

日 

時 

五
月
二
八
日

日

 

九
時
三
〇
分 

日 

時 

七
月
八
日

土

九
時 

場 

所 

深
井
ス
ポ

ツ
広
場 

用
具
は
す
べ
て
現
地
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
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も
ち
つ
き
大
会 

実
行
委
員
会

 
 

令
和
四
年
一
二
月
三
日

土

北
部
公
民
館
中

庭
で

も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

今
年

も
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し

持
ち
帰
り
の
み

と
な
り
ま
し
た
が

大
勢
の
方
で
賑
わ
い
ま
し

た

 
            

ク
リ
ス
マ
ス
会 

と
も
だ
ち
文
庫
・
青
少
年

 

令
和
四
年
一
二
月
一
七
日

土

ク
リ
ス
マ
ス

会
が
行
わ
れ

た
く
さ
ん
の
ち
び

子
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

 
 

手
打
ち
う
ど
ん
を
作
り
ま
し

う 

青
少
年

 
 

二
月
一
一
日

土

北
部
公
民
館
で

手
打
ち

う
ど
ん
を
作
り
ま
し

う

が
開
催
さ
れ
ま
し

た

当
日
は
沢
山
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た

 

横
江
ま
な
み 

 
 

小
学
四
年 

二
月
一
一
日
に

北
部
公
民
館
で
う
ど
ん
作

り
を
し
ま
し
た

き
じ
作
り
で
は

同
じ
グ
ル

プ
の
子
と
足
で
踏
ん
で
の
ば
し
て
い
く
と

固
く
な

た
の
で

パ
パ
に
踏
ん
で
も
ら
い
ま

し
た

次
に

面
ぼ
う
で
き
じ
を
の
ば
す
と
き

四
角
形
に
す
る
の
が
す
ご
く
む
ず
か
し
か

た
の
で
す
が

包
丁
を
使

て
う
ど
ん
を
切
る

の
は
楽
し
か

た
で
す

ま
た

違
う
家
族
の

人
に

上
手
だ
ね

手
際
が
い
い
ね

な
ど
と

言
わ
れ
た
の
で
う
れ
し
か

た
で
す

お
家
に

帰

て
つ
ゆ
を
作
り
食
べ
た
ら

す
ご
く
ツ
ル

ツ
ル
で

も
の
す
ご
く
お
い
し
か

た
で
す

 
             
 
 

 

 

定
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

体
育

 
 

日 

時 

一
月
一
四
日 

優 

勝 

山
内 

信
一 

 

深
井
一
地
区 

第
二
位 

大
宮 

喜
市 

 

深
井
三
地
区 

第
三
位 

宮
内 

邦
武 

 

東
間
八
丁
目 

 

日 

時 

三
月
一
一
日 

優 

勝 

山
内 

和
枝 

 

深
井
一
地
区 

第
二
位 

山
内 

信
一 

 

深
井
一
地
区 

第
三
位 

戸
口 

武
男 

 

東
間
八
丁
目 

  

ス
ポ

ツ
大
会 

 
 
 
 
 
 

体
育

 

コ
ロ
ナ
ウ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮

し

中
止
と
な
り
ま
し
た

 
 

令
和
五
年
度
東
間
深
井 

自
治
会
長 

一
二
地
区
自
治
会
長
は
次
の
方
々
で
す

 

東
間
一
丁
目 

 
 

荒
井
恒
明 

 

再
任

 

東
間
二
丁
目 

 
 

谷
口
文
啓 

 

再
任

 

東
間
三
丁
目 

 
 

小
坂
井
雅
夫 

再
任

 

東
間
四
丁
目 

 
 

天
野
政
明 

 

再
任

 

東
間
五
・
六
丁
目 

金
子 

司 
 

再
任

 
 

サ
ン
マ
ン
シ

ン 

小
島
誠
司 

 

新
任

 

東
間
七
丁
目 

 
 

萩
原
常
夫 

 

新
任

 

東
間
八
丁
目 

 
 

赤
沼
俊
男 

 

再
任

 

深
井
第
一 

 
 
 

長
谷
部
進 

 

再
任

 

深
井
第
二 

 
 
 

荒
井 

要 
 

再
任

 

深
井
第
三 

 
 
 

山
﨑 

寿 
 

新
任

 

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ 

 

小
笠
原
一
夫 

新
任

 

もちつき大会 

うどん作りの様子 
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コ
ミ

ニ
テ

委
員
会
総
会 

四
月
八
日

土

北
部
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
予

定
だ

た
東
間
深
井
コ
ミ

ニ
テ

委
員
会
総
会

は
役
員
・
委
員
へ
の
書
面
決
議
に
変
更
さ
れ
ま
し

た

 令
和
四
年
度
事
業
報
告

同
決
算
報
告

令
和
五

年
度
役
員
選
任
案

同
事
業
計
画
案

予
算
案
等
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

 

コ
ミ

ニ
テ

役
員 

会 

長 

関
口 

明 

副
会
長 

本
間
静
治

赤
沼
俊
男

林 

久
雄 

会 

計 

小
沢
隆
一

矢
島
則
夫 

監 

査 

奥
家
宏
造

渡
邉
登
美
次 

顧 

問 

坂
井
範
子 

常
任
委
員 

一
二
自
治
会
長

須
永
正
己

山
嵜

茂
子

西
條
直
三
郎

川
崎
善
民

千
葉
耕
太
郎

川
村
洋
二

植
野 

弘

五
専
門
部
会
長
及
び

副

部
会
長

 
 

会
長
ご
あ
い
さ
つ 

関
口 

明 

東
間
深
井
地
区
の
皆
様

令 
 

 

和
五
・
六
年
度
東
間
深
井
コ
ミ

ニ

テ

委
員
会
の
会
長
を
務
め
る
事

と
な
り
ま
し
た
深
井
第
三
地
区
の

関
口
で
す

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
コ
ミ

行
事
が
殆
ど
出
来
ま

せ
ん
で
し
た

令
和
五
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
も
収
ま

り
つ
つ
あ
り
今
ま
で
出
来
な
か

た
コ
ミ

行
事

も
可
能
に
な
り

地
区
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
事
が
出
来
る
と
思

て
い
ま
す

皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 

 

令
和
五
年
度
専
門
部
会
委
員 

 

文
化
部
会

一
七
名

 

 

小
坂
井
雅
夫

部
会
長

沖
本
裕
司

副
部
会

長

岡
田
タ
カ
子

会
計

石
上
節
子

広
報

植
野 

弘

広
報

輕
部
芳
文

青
少
年
育
成

柳

澤
洋
子

平
塚
正
志

山
口
美
香

松
村
ひ
ろ
み

村

田
哲
次

佐
藤
一
衛

笠
井
典
真

皆
川
由
美
子

冨

石
み
つ
子

石
川 

透

染
野
一
恵

 

 

体
育
部
会

二
二
名

 

 

飯
塚
忠
史

部
会
長
・
ス
ポ

ツ
推
進
委
員

雁

木 

靖

副
部
会
長
・
ス
ポ

ツ
推
進
委
員

鈴
木

三
代
子

会
計

中
原
信
子

広
報

宮
崎
正
律

青
水 

洋

高
宮
秀
行

飯
﨑 

誠

齊
藤
修
人

高

野
さ
ち
子

栗
原
幸
子

土
田
雄
平

馬
場
裕
久

星

野
秀
夫

遠
藤
亜
貴
子

山
嵜
茂
子

齊
藤 

望

ス
ポ

ツ
推
進
委
員

長
島
住
夫

安
間
洋
子

ス
ポ

ツ
推
進
委
員

上
野
紀
子

鏑
木
恵
美

須
永
浩
史

 

 

生
活
環
境
部
会

一
七
名

 

 

富
沢 

孝

部
会
長

北
里
保
正

副
部
会
長

金
子
眞
理
子

会
計

矢
部
孝
治

広
報

大
塚 

登

栁
井 

淳

塚
越
和
子

北
澤
好
夫

長
島
登
志

子

清
田
笑
子

鈴
木
久
美
子

宮
内
邦
武

小
森 

敏

山
本
和
利

伊
勢
光
子

榊
原
俊
次

斉
藤
明

代

 
 

保
健
福
祉
部
会

一
五
名

 

 

渡
辺
弘
次

部
会
長
・
青
少
年
育
成

山
崎
秀
秋

副
部
会
長

内
田
明
美

会
計

酒
井 

茂

広

報

加
藤
道
好

栁
井
み
や
子

黒
田
理
恵

魚
住

綾
子

中
町
喜
美

根
岸 

章

坂
本
芳
行

鈴
木 

剛

高
橋
憲
一

関
口
正
子

長
谷
川
美
智
子

 

 

 

青
少
年
部
会

一
九
名

 

 

黒
澤
晃
之

部
会
長
・
広
報
・
青
少
年
育
成

西
山

義
和

副
部
会
長

長
谷
川
ゆ
き
子

会
計

内
山 

実

菊
池
弘
之

齊
藤
マ
サ
子

吉
田
正
俊

森
﨑
悠

子

斎
藤
弘
樹

後
藤
直
人

辻
村
恵
美
子

那
須
大

一

太
田
知
子

内
田
康
江

平
野 

繁

大
橋
明
美

河
上
み
え
子

伊
藤
隆
康

小
室
文
子

 

 

広
報
委
員
会

六
名

 

 

植
野 

弘

委
員
長

石
上
節
子

中
原
信
子

矢

部
孝
治

酒
井 

茂

黒
澤
晃
之

 

  

令
和
五
年
度
公
民
館
職
員

六
名

 

山
﨑
博
敏

昇
格

館
長

加
藤
篤
巳

コ
ミ
セ

ン

副
館
長

前
田
み
ゆ
き

佐
々
木
紀
美
子

青

戸
路
子

東
部

髙
瀬
理
砂

南
部

 

四
月
一
日
付
で
吉
田
利
行
前
館
長
が
東
部
へ
異
動

植
野
文
子
さ
ん
が
退
職

深
井
博
子
さ
ん
が
定
年
退
職

さ
れ
ま
し
た

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 

新
館
長
の
コ
メ
ン
ト 

 
 

 
 

 

山
﨑
博
敏 

 

四
月
よ
り

北
部
公
民
館
館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た

北
部
公
民
館
で
は

三
年
間
副
館
長
と
し
て
公
民

館
事
業
並
び
に
東
間
深
井
コ
ミ

ニ
テ

委
員
会
の

サ
ポ

ト
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た

引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す

な
お

五
月
二
七
日

土

・

二
八
日

日

に
コ
ミ

ニ
テ

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
す

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 

 

一
般
社
団
法
人
北
本
市
コ
ミ

ニ
テ

協
議
会
ウ

ブ
サ
イ
ト 

h
t
t
p
:
/
/
k
i
t
a
m
o
t
o
-

c
o
m
m
u
n
i
t
y
.
o
r
.
j
p
/
m
o
b
i
l
e
s
/
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北
小
だ
よ
り 

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す

こ
の
四
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
校
長

の
和
泉 

健
と
申
し
ま
す

北
小
学
校
に
は

一
五
年
ぶ
り
の
復
帰
と
な
り
ま
す

本
校
は

地
域
の
皆
様
に
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守

り
や
コ
ミ

ニ
テ

行
事
等
で
大
変
お
世

話
に
な

て
お
り
ま
す

引
き
続
き

学
校

と
地
域
が
し

か
り
と
手
を
結
び

未
来
の

宝
物
で
あ
る
北
小
の
子
供
た
ち
の
育
成
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す

 

               

〇
新
二
年
生
が
三
学
級
と
な
り
ま
す

 

〇
職
員
数 

三
四
名

 

 

 

年
度
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で

改
め
て
今

年
度
の
概
要
等
に
つ
い
て
紙
面
を
お
借
り
し

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

 

目
指
す
学
校
像
に
つ
い
て

 

子
供
も
大
人
も

み
ん
な
が
幸
せ

に
な
れ

る
学
校

 

子
供
も
大
人
も
こ
の
学
校
に
携
わ
る
す
べ

て
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る

そ
ん
な
学
校
を

目
指
し
ま
す

学
校
に
か
か
わ
る
方
々
が

な

ん
か
い
い
ね

と
感
じ
ら
れ
た
り

下
校
途
中 

の
子
供
が

今
日
も
楽
し
か

た

と
言
え
た

り
す
る
学
校

ほ
ん
の
少
し
で
も
い
い
の
で
お

互
い
に
幸
せ
を
創
り
出
し
て
い
く

そ
の
た
め

に
は

地
域
の
皆
様
か
ら
の
お
力
添
え
は
不
可

欠
だ
と
思

て
お
り
ま
す

今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

 
 

学年別クラス数 


